
再資源化率100％維持の取り組み
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廃棄物の削減と再資源化
循環型社会の構築に寄与するために、
製造工程で発生する副産物・廃棄物の排出量削減と100％再資源化に取り組んでいます。

2009年の国内全工場での副産物・廃棄物の発生量は
208,157トンで、前年に比べて総量で4％、原単位で0.6
％増加しました。再資源化率は2000年に100％を達成。
以来、2005年、2008年を除き、100％を維持し、2009年
も100％を達成しています。

製造工程で発生する副産物・廃棄物の中で最も量が多い
のは、製品原料である農産物由来の植物性残さで、次いで
多いのは排水処理で発生する汚泥です。これらについて
は、再資源化を徹底。たとえば、ウイ
スキーやビールの原料である大麦麦
芽の糖化粕は家畜飼料に、汚泥は有
機肥料としてリサイクルしています。

ファーストキッチン（株）では、ごみ
を削減するために、店内用の紙カッ
プはマグカップに変更。また、ポテ
トやチキンをフライした際の廃油は
回収し、飼料などにリサイクルして
います。

◯副産物・廃棄物の排出量と
　その原単位および再資源化率（国内24工場）

◯副産物・廃棄物の再利用フロー

サントリーグループでは生産設備の洗浄などで発生した
排水の処理で、嫌気性排水処理設備を導入しています。
嫌気性処理とは嫌気性菌と呼ばれる酸素がない状態で
活動する微生物を用いて、汚濁物質を分解する処理法で、
酸素が必要な好気性菌による好気性処理法に比べて排
水処理にともない発生する汚泥の量を半分以下に減らせ
ることができます。また、工場では処理で発生するメタン
ガスを燃料として有効活用しています。

汚泥発生量削減への取り組み
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廃油を回収し、飼料にリサイクル

日本サブウェイ（株）では、協力工場
であらかじめカットした野菜を使用
し、店内での生ごみの発生を減らし
ています。また、協力工場での残さ
は農場の肥料や動物の飼料として
活用しています。

野菜などの残さを肥料として活用
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〈再資源化率〉 99.9 100.0 100.0 98.1 100.0 （％）

余剰汚泥 樽材、木パレット ガラス類 紙くず
プラスチック類 金属類 その他 原単位（kg/kℓ）
仕込粕

※原単位は製造1kℓあたりの排出量を表します
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種類別に再資源化の用途を開拓
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Web 詳しい情報はCSRサイトでご覧いただけます。
環境活動「CO2削減」「物流の取り組み」「自動販売機の取り組み」「廃棄物の削減と再資源化」
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武蔵野ビール工場では36種類の分別回収を実施




